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資料2－2  

看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表1  
保健師教育の基本的考え方 改正案  

改正案  

1） 人々の心身の健康並びに疾病・障害   
の予防、発生、回復及び改善の過程を   
社会的条件の中で系統的、予測的にと  
らえアセスメントする能力を養うとと   

もに、自立を支援する能力を蓋う。  

1） 人々の健康並びに疾病・障害の予   

防、発生、回復及び改善の過程を社会   
的条件の中でとらえることができる能   

力を養うとともに、これらの人々を援   
助する能力を養う。  

2） 地土或の人々が自らの健康状態を認喜哉  

し、健康の保持増進を図るための健康   
学習や自主・自助グループ活動等の集  
団活動を育成するとともに、自主的に  
社会資源を活用できるよう支援し評価  
する能力を養う。  

2） 地域の人々が自らの健康状態を認識   
し、健康の保持増進を図るため健康学   
習や自主・自助グループ活動を実施   

し、また社会資源を活用できるよう支   

援する能力を養う。  

3） 地域に顕在している健康問題を個別  
事例を通して把握するとともに、潜在  
している健康課題を予測し、それらを   
地土或住民、関係機関、他職種と連携・  
協働し組織的に角掌決する能力を養う。  

3） 地域に顕在している健康問題を把握   
するとともに、潜在している健康問題   
を予測し、それらの問題を組織的に解   
決する能力を養う。  

4） 保健・医療・福祉行政の最新の知識   
を主体的・継続的に学ぶ能力を看うと   

ともに、保健・医療・福祉サービスを   
調整し活用する能力及び地域の健康課   

題の解決に必要な社会資源を開発し、   

施策に反映する能力を養う。   

4） 保健・医療・福祉行政の基礎的知識   
を踏まえ、地域の健康問題の解決に必   
要な社会資源の開発や保健・医療・福   

祉サービスを評価し調整する能力を養  
う。  



看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表1  
保健師教育内容、留意点 改正案  

現行  ＼＞  〕・勺陀   

教育内容  空位数   留意点  事欠古内容  単位数   昌意点   

地1或看護学   地Ⅰ或看護学   学校保健・産業保健を含む内容とする。   

地上或看護  公衆衛生看護及び継続看護の基本埋忘と目標を学び、  2  

学概論  地主引こおける看護活動の基本的知識及び考え方、地域  活動の基本的知識及び考え方、地域を基盤とした予防の考  
を碁盤とした予防の考え方及び行政的対応について学  え万と対応の基本について学／ぶ内容とする。  

3  

健康のとらえ万においては社芸的条件（偏見や生活習  
慣等を含む。）との関連を強化した内容とし、援助の  
とらえ万においては地域住民の主体性を尊重した内容  
とする。  

個人・家族・葉  人々の健康行動の特性及び効果的な介入方法と技術を学ぶ  
地区活動論、家族相談援助論、健康教育論を統合し、  団の生活支援  内容とする。  彗．；■．；；一‾  地Ⅰ或における看護j看動を展開するために必要な方法及  
び技術を学ぶ内容とする。  集団における教音方法や集団力学等を学ぶ内容とする。  

保健指導論、健康管理論を統合し、健康の保持増進及  地1或看護活動展  地1或（産業、学校等を含む）における看護活動を展開する  
び疾病・障害別に、予防、発生、回復及び改善に対応  開講  ために必要な方法及び技術を学ぶ内容とする。  

9  
10  

学ぶ内容とする。  心身の健康保持増進及び、疾病・障害別に予防、発生、画  
復及び改善に、対応した支援方法と地Ⅰ或活動の組織化を含  

地域看護活動計画の作成過程等を含む内容とする。  めた展開方法について学ぶ内容とする。  

地士或看護管理論  健康危機管理を含む内容とする。   

疫学・   4  公衆衛生学の基盤である疫学・保健統計（情報処理を含  2  公衆衛生看護活動を展開するうえで、基盤となる疫学調   
保健統計  疫学         む。）を従来よりも強化し、疫学調査と保健活勤におけ  査・分析、活用方法について学ぶ内容とする。  

る統計の技術について学ふ内容とする。  

保健統計学   2  公衆衛生看護活動における統計学の墓石楚、情報処理技術放  
び統計情報とその活用方法について学ふ内容とする。   

保健福祉  2  看護のコーディネーション能力を強化するため、保健   保健福祉行政喜品  4  行政組織について学ぶ内容とする。   
行政論  福祉の法白勺星空芸及び行財政を理解するとともに保健福  

祉計画の企画及び評価について実践的に学ぶ内容とす  保健医療福祉の法的基盤及び行財政を理解するとともに保  
る。  健医療福祉の計画の企画及び評価について実践的に学ぶ内  

容とする。  

調査で明ら力、にされた生活王買境が人々に及ぼす健康上の影  
警など、健康に係る社会問題を解決する政策形成過程に溝  
力＼す方法を学ぶ内容とする。  

事例を用いて政策形成過程等に関する演習を行う。   

臣荒地実習  臨地実きヨ  
地域看護  3  地士或看護学だけでなく、疫学・保健統計及び保健福祉  地土或看護学実菖  
学実習  行政論で学んだ知識を含めた実苔とする。  だ知識を活用した実習とする。  

臨地実習は、保健所、市町村は必須とし、学校、事業所、  
医療・福祉施設等、多様な場で実習を行う。  

個人・家族・  
集団の生活支  
提案習  個別事例に対して継続した訪問楢牽を行う。（複数事例が  

望ましい）  

家庭訪問を通して、地土或の健康課題を理解することができ  
る実習とする。  

集団を対象とした健康支援を体験する実習とする。  

地1或看護活動  地域の活動計画のプロセスを理解し、保健活動を展開する  
展開論実習  実習とする。  

地1或の保健医療福祉の計画を知り、その意義について理解  
できる実習とする。  

地域看護管理 論実習   地域住民、関係機関や他職種との連携、調整の実際力て理解  
できる実習とする。  

保健活動の管理や評価、社会童源の開発等について学ぶ実  
習とする。  

健康危機管理体制の実際を学ふ実習とする。  

総 計   26  55亡腐問じま二L丁講義一貫召等を行う竜のこする   総計 67上∋時間以上の講義・実習等を行うものとする。  

⑨   
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臨助地助基   臨助地助基   

助地産土或産石楚  助地産域産石楚   

産実管母診助  産実管母診助   

学習理子断産  学習理子断産   
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資料3－2  

看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表2  
助産師教育の基本的考え方 改正案   



看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表2  
助産師教育勾容、留意点 改正案  

教育内容  単位数  

女 

助 
す 

畝 

母 
を 

母 

理 

助産診断・   助 
技術学  助 

す 

助 
の 

助 
礎 

助産管理  助 

分 

る 

助 

現行  改正案   

留意点  教育内容  単位数   留意点   

性の生涯を通じて、性と生殖に焦点を当てて援   基礎助産学  6  

する活動である跳産の塁礎について学ぶ内容と  接する活動である助産の茎礎について学ぶ内容と   
る。  する。  

生爺倫理、乳幼児の成長発達等を強化する内容と  
産学概論、生爺倫理、性と生殖の形態・機能、  する。  
性に関する心理・社会学、乳幼児の成長発達等  
含む内容とする。  母性・父性を育むことを支援する能力を養う内容  

とし、また家族の心理・社会学的側面を強化した   
内容とする。  

性の心理・社会学に加え、父性を含む家族の心  
・社会学的側面を強化した内容とする。  チーム医療や関係機関との調整・連携について学  

ふ内容とする。  

産過程の展開に必要な喜多断の技術を修得させ、  助産喜多断・  6  

産の実践に必要な基本的技術を強化する内容と   技術学  るために演習等の充実を図り、助産の実践に必要   
る。  な基本的技術を強化する内容とする。  

妊婦・じょく婦・新生児の健康状態に関するアセ  
産師として必要な相談技術、特に心理面の対応  スメント及びそれに室つく支援を強化する内容と   
技術を弓削ヒする内容とする。  する。  

妊産婦の主体性を尊重した出産を支援する能力を  
養う内容とする。  

ロ  

的知識を学ふ内容とする。  を提供できるための能力を姦うとともに、他職種  
と連携・協働しながら地士或の母子保健を推進する  
ための能力を養う内容とする。  

助産管理  ロ   

容とする。  容とする。  

同産期における医療安全の確保と医療事故への対  
応について学ふ内容とする。   

産喜多断・技術学、地域母子保健及び助産管理の   臨地実習  助産喜多断・技術学、地士或母子保健及び助産管理の   
実習を含むものとする。  実習を含むものとする。   

べんの取扱いの実習については、分べんの自然  助産学実習  9                分べんの取扱いの実習については、分べんの自然   

な経過を理解するため、助産師又は医師の監醤の  な経過を理解するため、助産師又は医師の監菖の   
下に、学生1人につき正常産を10匝】程度直接取扱  下に、学生1人につき正常産を10回程度直接取扱   

うことを目安とする。  うことを目安とする。取り扱う分べんは、原則と  
して正朔産・経腫分べん・頭位単胎とし、分べん  
第1期から第4期までとする。  

実習期間中に妊娠中朋から産後1ケ月まで継続し  
て受け持つ実習を1例以上行う。  

妊娠期や産じょく期・新生児期のアセスメントや  
支援を行う能力を強化する実習を含む内容とす  
る。   

720時間以上の講義・実習等を行うものとす  
ア（う5時間以上二刀議蓋】実習等を行うモ，の亡す  

総 計  23   
。  

「看護師等養成所の運営に関する手引き」の改正案  

「分べん箋1期のアセスメント及び支援ができ、分へん介助の途中で吸引  
分べん、相子分べんに移行した場合は、1回のゴへ付こJて葦入して至  
J三≡え悪いニニ」を追加。  

3   



資料3－4  

助産師教育の技術項目と卒業時の到達度（案）  

■卒業時の達成度レベル  
Ⅰ：少しの助言で自i王してできる Ⅱ：指導の下でできる Ⅲ：学内演習で実施できる Ⅳ：知識としてわかる  

大項目（項目数）  

1．妊娠期の診断  

とケア（11）  

2．分べん期の診  

断とケア  
（10＋7小項自）  

3．産じょく期の  
診断とケア（20）  

4   



り   

C．不妊の悩み  54  不妊治療をうけている対象の理解と支援   Ⅳ  

を持つ女性と家   55  不妊検査・冶療の選択への支援   
族に対する支援  

ⅠⅤ  

56  治療に関する受容と自己決定への支援   IV  

57  不妊治療に伴う検査や治療の有効性等に関する情報提供   Ⅳ  

D．中高年女性  58  中高年の性に関する健康障害の予防と日常生活上の支援   Ⅳ  

に対する支援  59  中高年女性の健康管理とQOしへの支援   Ⅳ  

60  加齢に伴う身体機能のアセスメント   Ⅳ  

61  精神心理面のアセスメント   Ⅳ  

62  性生活に関するアセスメントと必要な支援   Ⅳ  

63  この時矧こ発生しやすい徴候のアセスメントと症状緩和のためのケア   IV  

E．女性の性感  64  母子感染予防の啓発活動   Ⅳ  

染症に関する予   65  性感染症の冠患のアセスメント   
防と支援  

Ⅳ  

66  検査結果に応じた相談と継糸売支援   Ⅳ  

67  パートナーの埋角軍と支援を得るための援助   IV  

68  性感梁症予防のための地1或への琶発活動の参画   Ⅳ  

F．月糸引毒害を  
持つ女性に対す  
る支援   70  月経時害を緩和するための指導と日常生活の支援   Ⅱ   

．［己期の家族ケア（5）   71  出生児を迎えた生活王買境や生活背景のアセスメント   

72  家族メンハー全体の健康状態と発達課題のアセスメント   

73  新しい家族システムの成立とその変化のアセスメント   Ⅲ  

74  家族間の人間関係のアセスメントと支援   Ⅱ  

75  地i或社会の責源や機関を活用できる支援   Ⅱ   

呆健におけるケフフ（4）   76  保健・医療・福子止関係者との連携   ］  

77  地Ⅰ或の特性と母子保健事業のアセスメント   Ⅱ  

78  消費者グループのネットワークヘの参加とグループ支援   Ⅳ  

79  災害時の母子への支援   Ⅳ   

大項目（項目数  

由   

5．出産・毒し  

6．地Ⅰ或母子イ  

⑨   




